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大谷選手、ドジャースのワールドシリーズ制覇おめでとうございます。今年は、通訳の
犯罪から始まり色々な事がありましたが、移籍１年目にして目標だったワールドシリーズ
制覇を成し遂げ、あまつさえリハビリ中にも拘わらず前人未踏の５０－５０を達成する等
同じ日本人として我が事のように嬉しく、感激と感動を沢山貰いました。最後の最後で怪
我をしてしまいましたが、怪我の中でも出場し続ける姿に「日本の侍」を見せてもらいま
いした。来年はドジャースでの二刀流を楽しみにしています。

高齢者の就業率の増加と厚労省が公表した
「高齢者の活躍に取り組む企業の事例」

１．６５歳以上の就業者数は９１４万人で過去最多
総務省が「敬老の日」（９月１６日）にちなんで公表した取りまとめによると、６５歳

以上の就業者数は２０年連続で増加し、９１４万人と過去最多となっています。就業者総
数に占める６５歳以上の就業者の割合は１３．５％で、およそ７人に１人を６５歳以上の
就業者が占めています。

２．６５歳以上の就業率は２５．２％
また６５歳以上の人口に占める６５歳以上の就業者の割合は２５．２％と、10 年前と比

較すると５．１ポイント増となり、６５歳以上の４人に１人以上が就業していることにな
ります。この数字は主要国の中でも高い水準となっています。年齢階級別にみると、
６５～６９歳は５２．０％
７０～７４歳は３４．０％
７５歳以上は １１．４％
となっており、いずも過去最高となっています。
特に、６５歳～７４歳の就業率は年々顕著に高まっており、元気なうちは働こうという

高齢者が増えていることがうかがわれます。

３．厚労省が公表した「高齢者の活躍に取り組む企業の事例」
そのような中で、厚生労働省は先日、「高齢者の活躍に取り組む企業の事例」を公表し

ています。ここでは、高齢者の人事・給与制度の工夫に取り組む企業（１４社）にヒアリ
ングを実施し、年齢にかかわりなく高齢者が活躍できるよう、スキルに応じた処遇を進め
、役職定年や定年制の見直し等に取り組む事例を紹介しています。
共通点としては前述の通り、１４社中８社が「役職定年制」を廃止しており、多くの企

業が定年の「引き上げ」を実施していることが挙げられます。
（事例掲載１４社）

１）太陽生命保険株式会社 ２）沖電気工業株式会社 ３）イオンリテール株式会社、
２）ＹＫＫ株式会社 ５）ダイキン工業株式会社 ６）株式会社阿波銀行
３）三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 ８）オムロン株式会社 ９）株式会社リコー
10）大和ハウス工業株式会社 11）日本電気株式会社 12）株式会社リンクアンドモチベ
ーション 13）川崎重工業株式会社 14）東急リバブル株式会社

今後、ますます企業における高齢者の割合が増加していくことが見込まれる中、自社の
制度を検討するうえでも、ぜひ参考にしてみてください。

【厚生労働省「高齢者の活躍に取り組む企業の事例を公表します」】

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_43828.html


